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増 干UH SK
会 報 「石 川 守 る 会 」 卜yO_■ 03

(者)を 守 る 会

(者)を 守 る 会

見Kジキ  ーー良Б

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児

全 国 重 症 心 身 障 害 児

石 川 県 支 部   会 長

明けましておめでとうございます。

3年間続いていたコロナ感染症による規制も少し解消されて、昨年は全国大

会やブロック大会にも参加でき、今年から支部の活動も少しずつ再開させて行

きたいと考えているところでした。

突然元日の夕方今まで経験したことのない大きな地震が石川県を襲いまし

| 
た。連日被害の実態が報道されており、会員のみなさんの安否が一番心配なと

ころですが能登のみなさんとは中々連絡がとれず、気をもんでいます。

コロナ感染症対策のため会員同士のつながりが弱くなっていたこともあつ

て情報把握がしにくくなっています。会員のみなさんで把握されている情報が

あればお知らせくださいますようお願いします。   1

本部からも「必要なものがあれば送る手段を考えます。宅急便が届けられな

い地域でも対応を考えます。」との申し出が届いています。
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能登半島地震で被災された皆さんへの支援について

能登半島地震で被災されたみなさまに心からのお見舞い申し上げます。

元日の午後 4時 10分過ぎに能登を中心に大きな地震が発生しました。

震源地志賀町で震度 7を記録したのをはじめ、今まで体験したことのない大きな揺れ

が石川県の広い範囲を襲いました。

家屋の倒壊があいつぎ、大きな火災も発生しました。地震後すぐに津波も広範囲にわ

たって発生しました。停電や断水も起こり、通信障害も起きて被害の実態が中々つか

めず、救援も行き届かない地域も多数に渡りました。

石川守る会にも能登地区の会員が20条近くおられます。

ほとんどのお子さんは七尾病院に入所しておられるので命は守られたことと思います

が、広範囲にわたつて停電や断水が続いており、不安な日々を過ごしておられるので

はないかと気になります。また被災された職員もおられ、十分な介護や医療が受けら

れているの力詢い配です。

_仝昌a初織ヽお州隊協b継れた方の情報を
`功

んヽでおられたり、ご自分やご家族

ぶ格災されて,必要な物資が足,ないなど困ちておられる方は役員まで連絡お願いし

ます。

石川守る会事務局長  紺井さん

石川守る会顧問    山本さん

1巴・ FAX  076-288-5413

ョミ/8年
0761-50口 00■0

本部では必要な支援物資の送付とお見舞い金の募集が始められました。

本部より次ベージの文書が出され、全国の会員の皆さんにご協力のお願いが

されています。支部としても幸いにも被災を免れたみなさんにご協力のお願

いをしたいと思います。同封の振込用紙にてお心をお寄せ頂ければ幸いです。

ψ
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令和 6年 1月 12日

全国重症心身障害児 (者)を守る会

各支部長   様

各ブロック長 様

各ブロック事務局長 様

全国重症心身障害児 (者)を守る会

会長代行  小 山 京 子

「令不86年能登半島地震」被災者に対するお見舞い金について (お願い)

連日の報道等にあります通り、1月 1日 16時 10分頃発生した「令和6年能登半島

地震」にできましては、石川県能登半島を震源 (マグニチュード7.6)と し、志賀町で

震度7を、能登地方で震度6強を観測したほか、新潟県・富山県をはじめ日本海倶」の広

い範囲で震度5強などの大きな地震に見舞われました。その後も規模の大きな地震が相

次ぎ、家屋の倒壊や火災、土砂災害などの被害が発生してい議す。今も厳しい寒さの中、

不安な日々を過ごされている被災地の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

本会では現在、プロック長・支部長を中心に会員の被災状況の確認に努めております

が、被災された会員の方々に下記の通りお見舞い金を募ることといたしましたので、会

員の皆様に周知を図るとともに、同じ親として、同じ仲間として、ご協力・ご尽力を頂

きますようお願い申し上げます。

1.金

 ヽ         記

額    1□  1,000円 (何□でも結構です。)

2.送金方法      _
各支部で取りまとめて、以下のいずれかの方法でご送金をお願いし讀す。

同封の振込用紙にお名前と口数をご記入の上お心をお寄せ頂ければ幸いです。

本部への送金期限もあるので 2月 20日 までに送金をお願い します。

ご協力よろしくお願いします。
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全国重症心身障害児(者)を守る会

第 33回  東海・北陸ブロック大会が開催されました !!

昨年 11月 18日 (土)～19日 (日 )静岡県浜松市で上記の大会が開催されました。

石川守る会からは永井会長夫妻、東副会長夫妻、紺井事務局長、山岸会計担当、石

川県肢体不自由児協会父母の会会長でもあり、守る会の賛助会員に入つて頂いた松田

さん、贅助会員の越野さん、西田さんの9名 で参加しました。

ブロック各県より来賓・関係者含め220余名方の参加がありました。

ア ー マ ～豊かに生きる、そんな居場所を考えたい～

新型コロナウイルス感染症の流行拡大や毎年のように各地で起こる自然災害に備

えて、重症児 (者)の生活を守り、豊かにしていくためにそれぞれの立場で考えてい

く必要があるとの視点で基調講演・シンポジウム・中央情勢報告がされました。

基調講演 テーマ「未来につなげる

講 師  水口 浩一氏

社会福祉法人みなと舎

同生活介護事業所

コロナ禍で得たもの 失つたもの」

ライフゆう   施設長/医師

ライフゆうラボ 管理者

パワーポイントで示 しながらライフゆうの概要や掲げている基本姿勢などわかりや

すく話して頂きました。また、コロナ禍という災害をにどのように乗り越えて、メン

バーさんのより良い生活を守ろうとしたか等についても具体的に話されました。

ライフゆうは、みなと舎で初めての医療型事業

みなと舎で

利用者さんではなく、「メンバーさん」と呼びます。

「利用者さん」 →  「メンバーさん」

要壁3習『
する人  良星珈

っていく不

みなと舎のテーマ  /′ηfっ

駁
`夕

|三喜皇ち装y)iずlよ
う。」

当法人のメインポ リシー

ライフゆうの事業内容

症心身障害者入所施設

型短期入所
介護   16名
1後 等デイ 5名

ロ
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コンセプトは「メンが一さんの生活の場所」
(第二の家)

治療のための医療 → 生活のための医療

鍮
病院ぱくない家のような入所施設を目指す

家のような環境づくり

コロナでもドクタース トップしないポリシー コロナで失ったものは、メンバーの生活

尋詈を1秀観綾
ばヽジよい人生支援が

では、『よりよい人生』とは、どんなものか。

コロナという災害を乗り越えて

運]、

地域のニーズにこたえることも大切なんじゃないな

高齢化が進行する地域で、住民の「ここに住み続けたぃ」に関わる。

えられる立場の重症心身障害者 (1

燐あ人々の暮らしを支える活動。

そこから、関わり合t

Fお互い』カマ支えあ
｀
い、持続可能な地域づくり関わりあうモデル。

①高齢化が進行する地域で、住民の「ここに住み続けたい」に関わる。

②『お互い』が意識しあう関係性が生まれる。

瓢 ビヽ多

ln+lr,iLrJa. :::. k,.tir\t,. ir,i/,-, 1i t.,

倫理的ジレンマに悩‐ づll l‐ |

納 ヤ‐‐‐.ツ蓄彎雫1

重症心身障害者施設が地域を共に支える トライアル



第二種郵便物承認 HSK増巻 5825号  2024年 1月 21日発行

記念講演の後は静岡県医療的ケア児支援センターア ドバイザーの小林不二也氏を

コーディターとしてシンポジウムがありました。

聖隷こども家庭総合支援センター所長の大木茂氏から「医療的ケア児と災害」

浜松市発達医療総合福祉センターの阿部祥美氏から「家族支援の基礎」

天竜病院 療育指導室長の藤森豊氏から「豊かに生きる、そんな居場所を考えたい」

静岡県支部副会長の自柳圭子氏から「息子さんのその時々の居場所について」

報告されました。その後会場からの質問も多数ありました。

2日 めは式典があり、多くの来賓のみなさんから祝辞がありました。

「全国守る会」の常務理事の茶園光彦氏による中央情勢報告がありました。

「児者一貫制度の過去 。現在・未来」とのテーマで重症児 (者)に とつて施設は最

後の砦として必要であり、地域の条件が整わない中で安易に脱施設のみを進めるべき

ではないと強調されました。

最後に来年の開催県である富山支部より参加の呼びかけがありました。

為
鶴
爾
螂
聯
確
景
鐸
懃
踊
十
喜
れ

訃 報  本会会員山本衛様のご息女絢世さんが令和 5年 12月 にお亡くなりになり

ました。心よりご冥福をお祈りいたします。

本会会員で重症児ディサービスさくらエール施設長の西村学様が令和 5年

12月 にお亡くなりになりました。心よりご冥福をお祈りいたします。

編集人  石川県重症心身障害児鰭 )を守る会

連絡先  920-1154石川県金沢市太陽が丘 3‐ 19

ЪL076-■221--6822

会長  永井 一郎

発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価    30円


